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中心市街地の活性化に関するアンケート調査結果のまとめ

１．アンケート調査の趣旨

中心市街地をコンパクトな都市づくりの拠点として形成していくにあたって、中心市街

地の現状や今後のあり方などについて、市民や事業者等の意識や意見を把握し、今後の中

心市街地のまちづくりに活かしていくためにアンケート調査を実施した。

２．対象者等

※ 市民 1,000 人対象アンケートの回答者数 524 のうち、居住区域別の内訳は、区域内居住者 25、区域外居住者

470、無回答 29 となっている。「３．調査結果のまとめ」における「区域内居住者」の母数は、まちなか居住

者対象アンケートの回答者数 417 に 25 を加えた 442、「区域外居住者」の母数は 470 となる。

※ 調査票は対象者ごとに異なっており、共通の項目、独自の項目がそれぞれある。

３．調査結果・見方の留意点

・設問には単一回答と複数回答がある。単一回答の場合、比率（％）はサンプル数を 100％

として算出している。また比率は小数点第 2位を四捨五入しているため合計が 100％に

ならない場合がある。

・複数回答の場合は、サンプル数に対する回答数の比率（％）を表しており、回答者全体

からみて、何％がその選択肢を選んでいるのかということになる。したがって、各選択

肢の比率の合計は 100％にはならない場合がある。

対象者 実施期間
配布

対象者数
回答者数 回答率 実施主体

市民 1,000 人

（18 歳以上・無作為抽出）

令和 3年

6/11～7/2
1,000 524※ 52.4% 大牟田市

まちなか居住者
令和 3年

6/29～7/16
1,392 417 30.0%

大牟田市中心

市街地活性化

協議会

「えるる」利用者
令和 3年

8/4～8/9
- 219 - 大牟田市

有明工業高等専門学校の全

学生

令和 3年

8/16～8/27
1,112 445 40.0% 大牟田市

帝京大学福岡医療技術学部

の全学生

令和 3年

8/16～8/27
1,281 257 20.1% 大牟田市

商店街振興組合加入者

（新栄町・銀座通・築町）

令和 3年

8/20～8/31
54 46 85.2% 大牟田市

参考資料１
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４．調査結果のまとめ

（１）中心市街地の現況

現在感じている中心市街地のイメージについての質問では、「非常にそう思う」、「まあ

そう思う」を合計した割合は、「公共施設が充実」が区域内居住者、区域外居住者ともに

８割を超えて最も高く、「食料品や日用品の買物が便利」、「駅、バス、タクシーなどが利

用できて移動が便利」、「治安がよい」が区域内外ともに上位となっている。

一方、「若者が訪れにぎわっている」、「大牟田駅・新栄町駅周辺がにぎわっている」は、

区域内居住者・区域外居住者ともに１割以下となっており、多くの市民が「そう思わな

い」という結果となった。

「住宅・マンションがあって住みやすそう」は、区域内居住者 81.2％、区域外居住者

44.7％と区域内外で最も大きな差（36.5 ポイント差）がある。次いで、「子育てがしや

すい」が、区域内居住者 64.9％、区域外居住者 38.1％で 26.8 ポイントの差がある。

そのほか、「非常にそう思う」、「まあそう思う」を合計した割合は、全体的に区域内居

住者の方が高くなっている。

■現在感じている中心市街地のイメージを教えてください。

（グラフの割合は、「非常にそう思う」、「まあそう思う」の合計値）

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

住宅・マンションがあって住みやすそう

企業やオフィスが多く集まっている

食料品や日用品の買物が便利

飲食店が充実

文化・芸術・スポーツ活動（鑑賞）が行いやすい

習い事や趣味の活動ができる場所がたくさんある

公共施設が充実

子育てがしやすい（保育園・幼稚園・学校が近い等）

高齢者や障がい者に優しいまち

医療・福祉施設が充実

公園や休憩場所があってゆったりと過ごせる

街並みがきれい（ごみが少ない、緑がある等）

治安が良い

災害に強い

駅、バス、タクシーなどが利用できて移動が便利

歩行者や自転車が快適に通行できる

イベントや祭りが盛んに行われている

大牟田駅・新栄町駅周辺がにぎわっている

若者が訪れにぎわっている

市内外から人が訪れる観光資源がある

宿泊・娯楽施設が充実

区域内居住者

区域外居住者
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（２）中心市街地の活性化

①中心市街地活性化の必要性

平成２５年度の前回調査と比べて、「必要だと思う」は 7.3 ポイント減少したものの、

「必要だと思う」、「まあ必要だと思う」を合計した割合（79.5％）は、前回調査（80.3％）

とほぼ同じ数値となった。引き続き多くの市民にとって中心市街地活性化は必要だと認

識されていることがうかがえる。

②５年前頃と比べた中心市街地の状況

中心市街地の商店街振興組合加入者に５年前頃と比べて中心市街地は活性化したと思

うかどうか尋ねたところ、「あまり活性化していない」、「まったく活性化していない」を

合わせた割合は 74.0％で、「活性化した」と回答した人は一人もいなかった。

空き店舗への出店が進んできた銀座通では「まったく活性化していない」の割合が

18.2％と、新栄町（58.3％）、築町（45.5％）に比べて低くなっている。

■５年前頃と比べて、中心市街地は活性化したと思いますか。

■中心市街地の活性化は必要だと思いますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○

55.3 

62.6 

24.2 

17.7 

11.1 

8.6 

2.5 

3.7 

1.9 

1.2 

5.0 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要だと思う まあ必要だと思う どちらともいえない

あまり必要だと思わない 必要だと思わない 無回答

今回調査

前回調査

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.9 

12.5 

9.1 

9.1 

15.2 

4.2 

27.3 

27.3 

28.3 

25.0 

45.5 

18.2 

45.7 

58.3 

18.2 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活性化した やや活性化した どちらとも言えない

あまり活性化していない まったく活性化していない

全体

新栄町

銀座通

築町
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③中心市街地の活性化に必要な取組み

質問した全ての対象者において、「空き店舗を活用して魅力的なお店を増やす」の回答

比率が最も高くなっており、空き店舗対策が重要な課題と認識されていることがうかが

える。次いで、「大牟田駅・新栄町周辺のにぎわいづくり」、「事務所・オフィスを誘致し、

中心市街地で働く人を増やす」が全ての対象者で上位となっている。

商店街振興組合加入者においては、「住宅建設の誘導、住環境の向上により、中心市街

地に住む人を増やす」、「事務所・オフィスを誘致し、中心市街地で働く人を増やす」、「ス

ーパーやコンビニなど食料品や日用品を買える場所を増やす」の回答比率が、ほかの対

象者に比べて高くなっている。

■中心市街地の活性化のために、今後どのような取組みが特に必要（重要）だと思いますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

住宅建設の誘導、住環境の向上により、

中心市街地に住む人を増やす

事業所・オフィスを誘致し、中心市街地で働く人を増やす

空き店舗を活用して魅力的なお店を増やす

様々な飲食店（レストラン、カフェ、居酒屋等）を増やす

スーパーやコンビニなど食料品や日用品を買える場所を増やす

文化・芸術・スポーツが行える場所や観賞できる機会を増やす

習い事・教室・趣味の活動ができる場所を増やす

子育てに必要な施設・環境を充実させる

（子どもを短時間預けられる施設等）

医療・福祉・健康などの生活に必要な機能を充実させる

公園、休憩場所、ベンチスペースなど、

ゆったり過ごせる公共空間の整備

緑化や清掃活動によるきれいな街並みづくり

防犯カメラや街灯の設置などによる治安の向上

老朽建築物の除却や避難路・避難施設の確保などの災害対策

駐車場や移動手段を充実させ、交通利便性を高める

快適で安全な歩行環境の整備（歩道のバリアフリー化など）

フリーマーケットやマルシェ・朝市などの食や買い物に関するイベント

文化・芸術・スポーツイベント

（音楽、漫画、コスプレ、ウォーキングイベント等）

大牟田駅・新栄町駅周辺のにぎわいづくり

観光資源の活用や無料Wi-Fiの整備などにより、

国内外からの観光客を増やす

旅行者が安価に宿泊できるゲストハウスなど、宿泊施設の整備

娯楽施設（ゲームセンター、映画館、ライブハウス等）を増やす

街なかの情報発信やPR

市民が活動・交流できる場の充実

まちづくりの担い手の育成

区域内住民

区域外住民

えるる利用者

商店街加入者
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④空き店舗対策の方向性

中心市街地の商店街振興組合加入者に今後の空き店舗対策の方向性について質問した

ところ、「商業施設の出店を積極的に進めていく必要がある」、「どちらかと言えば、商業

施設の出店を進めていく方が望ましい」を合わせた割合が 50.0％、「商業施設以外の活

用を積極的に進めていく必要がある」、「どちらかと言えば、商業施設以外の活用を進め

ていく方が望ましい」を合わせた割合が 32.6％と、商業施設の出店を望む意見の方が多

いものの、商業施設以外の活用を望んでいる商業者も一定数いることが分かった。

商業施設以外での活用方法については、「文化芸術施設（劇場、ギャラリー、音楽ホー

ル、e-スポーツ等）」、「医療施設（病院、診療所等）」、「業務施設（IT 企業のオフィス等）」

が上位となった。

■今後の空き店舗対策の方向性について、どのようにお考えですか。

■空き店舗がどのように活用されたら中心市街地の活性化につながると思いますか。

32.6 17.4 17.4 15.2 15.2 2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

商業施設の出店を積極的に進めていく必要がある

どちらかと言えば、商業施設の出店を進めていく方が望ましい

どちらかと言えば、商業施設以外の活用を進めていく方が望ましい

商業施設以外の活用を積極的に進めていく必要がある

空き店舗の活用方法について特段の考えはない（どのように活用されてもいい）

その他

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○

45.2 

35.5 

32.3 

29.0 

25.8 

22.6 

16.1 

9.7 

6.5 

6.5 

6.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

文化芸術施設（劇場、ギャラリー、音楽ホール、e-スポーツ等）

医療施設（病院、診療所等）

業務施設（ＩＴ企業のオフィス等）

市民交流・コミュニティ施設

子育て支援施設（託児所、学童保育等）

宿泊施設（ゲストハウス等）

社会教育施設（図書館、博物館等）

情報発信施設（動画等の撮影・配信スタジオ等）

福祉施設（介護施設、就労支援施設等）

貸会議室、レンタルスペース

その他

無回答
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（３）中心市街地に出かける頻度と必要な場所

①中心市街地に出かける頻度

中心市街地に出かける頻度については、新型コロナウイルス感染症の流行前後の違い

を見るため、18 歳以上の市民 1,000 人に対する調査において、ここ１年ぐらいの状況と、

２～３年前の状況を質問した。その結果、「ほぼ毎日」、「週に２～３回」、「週に１回」を

合わせた「週に１回以上来街」の回答比率は、２～３年前の 52.7％に対し、ここ１年は

43.3％となっており、飲食店の休業・時短営業や外出自粛等の影響がうかがえる。

えるる利用者、高等教育機関の学生に対しては普段の状況のみを質問した。その結果、

「週に１回以上来街」の回答比率は、えるる利用者 62.6％、有明高専 24.0％、帝京大学

35.0％、また、「ほとんど（全く）行かない」の回答比率は、有明高専 20.9％、帝京大

学 31.5％となっており、学生が中心市街地にあまり出かけていない状況がうかがえる。

■中心市街地にどのくらいの頻度で出かけますか。

※えるる利用者に対しては、「えるる」に行く頻度を尋ねている。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

10.1%

13.2%

6.4%

6.5%

13.6%

17.0%

20.8%

16.9%

8.3%

13.2%

16.2%

18.7%

39.3%

9.2%

8.2%

14.9%

17.4%

17.8%

24.9%

15.2%

17.4%

13.5%

9.6%

15.3%

11.3%

7.1%

5.7%

1.4%

14.6%

7.0%

14.1%

10.3%

5.0%

20.9%

31.5%

3.2%

0.4%

3.7%

0.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

市民1,000人（ここ１年）

市民1,000人（２～３年前）

えるる利用者

有明高専

帝京大学

ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回程度 月に１回程度 ２～３ヶ月に１回程度

ほとんど（全く）行かない 無回答
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②中心市街地にもっと人が集まるために必要な場所

中心市街地にもっと人が集まるためにどのような場所があればよいか、近年“サード

プレイス”と呼ばれている「自宅や職場・学校以外で時間を過ごす居心地の良い第３の

場所」のニーズについて質問した。

その結果、質問した全ての対象者において、「寄り道できる場所（書店、雑貨店、ギャ

ラリー、甘味処など）」の回答比率が最も高くなっており、仕事帰りや学校帰りに気軽に

立ち寄れる場所のニーズの高さがうかがえる。次いで、「憩い・リフレッシュできる場所

（公園・庭園、広場、サウナ、ブックカフェなど）」が 18 歳以上の市民 1,000 人及び有

明高専及び帝京大学の学生で２位、えるる利用者で３位と多くの支持を集めた。

「趣味を楽しめる場所（囲碁・将棋、ボードゲーム、マジック、音楽スタジオなど）」

については、18 歳以上の市民 1,000 人 13.5％、えるる利用者 22.8％、有明高専 42.9％、

帝京大学 40.5％と学生から多くの支持が集まった。

■どのような場所があれば中心市街地にもっと行きたくなる（人が集まる）と思いますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学び・体験ができる場所

（音楽・料理教室、工芸・アート体験、学び直しの場など）

健康づくり・自分磨きができる場所

（運動施設、ヨガ、エステ・ネイルなど）

趣味を楽しめる場所

（囲碁・将棋、ボードゲーム、マジック、音楽スタジオなど）

憩い・リフレッシュできる場所

（公園・庭園、広場、サウナ、ブックカフェなど）

寄り道できる場所

（書店、雑貨店、ギャラリー、甘味処など）

出会い・交流がある場所

（コミュニティカフェ、異業種交流会、起業家交流会など）

自分が役に立てる場所

（自分が手伝える教室、講座、ボランティア活動など）

特になし

市民1,000人

えるる利用者

有明高専

帝京大学
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（４）中心市街地での居住に関する意識

①中心市街地の居住意向・居住満足度

18 歳以上の市民 1,000 人に対し、中心市街地に住んでみたいか（中心市街地に住んで

いる人は住み続けたいか）どうかを質問した結果、「ぜひ住んでみたい（住み続けたい）」、

「どちらかといえば住んでみたい（住み続けたい）」を合わせた回答比率は、区域内居住

者 80.0％に対し、区域外居住者 23.0％となった。また、まちなか居住者に対して中心市

街地やその近辺での暮らしを気に入っているかどうか質問した結果、「気に入っている」、

「まあ気に入っている」を合わせた回答比率は 73.9％となった。

これらのことから、中心市街地居住者の７割～８割程度は現在の暮らしを気に入って

おり、住み続けたいと思っている状況がうかがえる。一方、区域外居住者は、「あまり住

んでみたいとは思わない」、「住んでみたいとは思わない」を合わせた回答比率が 73.7％

となっており、中心市街地に住むことに魅力を感じていない人が多い状況がうかがえる。

■中心市街地に住んでみたい（中心市街地内に住んでいる方は住み続けたい）と思いますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○

36.0 

2.6 

44.0 

20.4 

8.0 

42.8 

4.0 

30.9 

8.0 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ぜひ住んでみたい どちらかと言えば住んでみたい

あまり住んでみたいとは思わない 住んでみたいとは思わない

無回答

区域内居住者

（回答者数 25）

区域外居住者

（回答者数 470）

■中心市街地またはその近辺での暮らしを気に入っていますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○

22.8 51.1 16.8 6.5 1.9 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

気に入っている まあ気に入っている どちらともいえない

あまり気に入っていない 気に入っていない 無回答
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②中心市街地に住んでみたい（住み続けたい）理由

中心市街地に「ぜひ住んでみたい」、「どちらかと言えば住んでみたい」と回答した人

及び中心市街地またはその近辺での暮らしを「気に入っている」、「まあ気に入っている」

と回答した人にその理由を質問した結果、「駅やバスが利用しやすい」、「食料品・日用品

などの買い物に便利」、「公共施設（行政・金融機関など）が近い」が区域内居住者、区

域外居住者の両者で上位となった。

「車を使わず歩いて生活できる」については、区域外居住者では 65.7％と最も高くな

っているのに対し、区域内居住者では 40.5％と大きく差があり、区域外居住者にとって

のイメージと、実際に住んでいる人の認識に大きな差がある状況がうかがえる。

■中心市街地に住んでみたい（住み続けたい）理由はなんですか。

中心市街地またはその近辺での暮らしを気に入っている理由はなんですか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

公共施設（行政・金融機関など）が近い

駅やバスが利用しやすい

食料品・日用品などの買い物に便利

飲食店が近くにある

医療・福祉施設が近い

育児・教育環境が整っている

文化・芸術・スポーツ施設が近い

習い事や趣味の場が身近にある

娯楽施設が近くにある

公園や休憩場所が身近にある

車を使わず歩いて生活できる

街並みや景観が気に入っている

治安が良い

風水害や地震津波に強い

職場や学校が近い

家族・友人等が近くに住んでいる

その他

無回答

区域内居住者

区域外居住者
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③中心市街地に住む（住み続ける）ために必要なこと

18 歳以上の市民 1,000 人に対し、中心市街地に住む（住み続ける）ために今後充実し

てほしいことを質問した結果、「日常の買い物環境」の回答比率が 31.1％と最も高く、

次いで「風水害や地震津波に強いこと」29.8％、「治安が良いこと」26.1％、「街並みや

景観がきれいなこと」21.9％となった。

「風水害や地震津波に強いこと」が２番目に高かったのは、令和２年７月豪雨をはじ

め、近年多発する気象災害の影響がうかがえる。

■中心市街地に住む（住み続ける）ためには、今後何を充実してほしいですか（今何が不足して

いますか）。

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

日
常
の
買
い
物
環
境

風
水
害
や
地
震
津
波
に
強
い
こ
と

治
安
が
良
い
こ
と

街
並
み
や
景
観
が
き
れ
い
な
こ
と

公
共
交
通
環
境

医
療
・
福
祉
施
設

公
園
や
休
憩
場
所

飲
食
店

歩
行
者
や
自
転
車
が
通
り
や
す
い
こ
と

子
育
て
・教
育
環
境

公
共
施
設
（
行
政
・金
融
機
関
な
ど
）

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
し
や
す
い
環
境

娯
楽
施
設
や
遊
べ
る
空
間

地
域
住
民
の
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

出
会
い
や
交
流
の
場

住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

習
い
事
や
趣
味
の
場

そ
の
他

無
回
答

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○
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④人とのつながりがある住まいへの興味

近年、都心部の若年層を中心に利用が進んでいるシェアハウスやソーシャルアパート

メント等の「人とのつながりがある住まい」について、本市における需要を探るため、

高等教育機関の学生にシェアハウス等に関する興味について質問した。

「希望に合う物件があればすぐにでも住んでみたい」、「卒業して働き出したら住んで

みたい」を合わせた「住んでみたい」層は、有明高専 13.3％、帝京大学 12.1％で１割強

となった。また、「住んでみたい層」に「実際に住むかどうかは別にして、興味はある」

も合わせた「住んでみたい・興味がある」層は、有明高専 51.7％、帝京大学 51.4％とな

っており、半数以上がシェアハウス等に興味を持っている状況がうかがえる。

■シェアハウスやソーシャルアパートメント等の「人とのつながりがある住まい」に興味があり

ますか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○

7.0 

8.6 

6.3 

3.5 

38.4 

39.3 

13.7 

12.8 

33.3 

35.8 

1.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望に合う物件があればすぐにでも住んでみたい

卒業して働き出したら住んでみたい

実際に住むかどうかは別にして、興味はある

どちらともいえない

特に興味はない

無回答

有明高専

帝京大学
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（５）まちづくり活動への意識

①まちづくり活動への興味

まちづくり活動に関する興味について質問したところ、「興味がある」、「どちらかとい

えば興味がある」を合わせた「興味あり」層の回答比率は、区域内居住者 50.0％、区域

外居住者 41.7％、えるる利用者 53.0％、有明高専の学生 42.1％、帝京大学の学生 45.5％

となった。全ての対象者で「興味あり」層は４割以上となり、区域内居住者やえるる利

用者など、中心市街地に住んでいたり訪れたりしている人は５割以上となった。

■中心市街地のまちづくり活動に興味がありますか。

※有明高専、帝京大学の学生に対しては、単に「まちづくり活動」について質問している。

17.0%

14.5%

20.1%

13.3%

10.1%

33.0%

27.2%

32.9%

28.8%

35.4%

29.9%

31.5%

26.9%

24.9%

27.6%

8.6%

16.4%

11.9%

14.4%

14.0%

2.9%

6.4%

3.2%

18.2%

12.8%

8.6%

4.0%

5.0%

0.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

区域内居住者

区域外居住者

えるる利用者

有明高専

帝京大学

興味がある どちらかといえば興味がある どちらともいえない

あまり興味はない 興味はない 無回答

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○ ○ ○ ○
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また、中心市街地の商店街振興組合加入者に対し、中心市街地の活性化に向けた取組

みや活動への参加・協力意向について質問したところ、「所属している商店街の取組みに

は参加・協力していきたい」43.5％が最も高く、次いで「商店街の取組みに限らず、幅

広く積極的に参加・協力していきたい」26.1％となり、それらを合わせた「中心市街地

の活性化に向けた取組みに参加・協力していきたい」層の回答比率は 69.6％となった。

一方で、「活性化の取組みや活動の必要性は理解するが、自店の経営等で忙しく、参加

協力は難しい」は 23.9％となり、参加・協力したくても難しい状況にある商店主も一定

数いることがうかがえる。

■中心市街地の活性化に向けた取組みや活動にあなた自身が参加・協力することについて、どの

ように思いますか。

26.1 43.5 23.9 4.3 2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

商店街の取組みに限らず、幅広く積極的に参加・協力していきたい

所属している商店街の取組みには参加・協力していきたい

活性化の取組みや活動の必要性は理解するが、自店の経営等で忙しく、参加・協力は難しい

中心市街地の活性化に向けた取組みにはあまり関心がない

その他

無回答

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○
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②参加したいまちづくり活動

18 歳以上の市民 1,000 人、まちなか居住者、えるる利用者に対し参加したいまちづく

り活動について質問したところ、「特になし」を除いては、「アンケート調査、モニター

調査への協力」が区域内居住者 34.8％、区域外居住者 24.0％、えるる利用者 20.1％と

全ての対象者で最も高くなった。次いで、「緑化活動や清掃活動」、「イベントや祭りの運

営のお手伝い」がいずれの対象者でも 15～20％程度となっている。

有明高専、帝京大学の学生に対しては、関わりたい取組みについて、より具体的に質

問した結果、「空き店舗や空家を活用した賑わい・交流の場づくり」が有明高専の学生

29.0％、帝京大学の学生 28.4％でともに最も高くなっている。ほかに、「大牟田駅・新

栄町駅の駅前空間の魅力向上の取組み」、「繁盛店づくり（集客力アップに向けた広報や

新商品・新メニューの企画等）」が上位となっている。

また、若い人の目線でまちの課題や解決策を議論し、実際に行政や民間事業者と協力

して課題解決していくような取組みが実施されるとしたら参加してみたいかどうか質問

■どのようなまちづくり活動であれば参加したいですか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○ ○

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

まちづくりの企画や計画づくりへの参加

まちづくりに関する意見交換への参加

アンケート調査、モニター調査への協力

自分のSNS やブログによる情報発信

イベントや祭りの運営のお手伝い

緑化活動や清掃活動

自分の趣味や特技を活かした

空き店舗でのイベント・催し

自分の知識や技術を活かした

空き店舗での商売・事業（副業含む）

事業やイベントへの財源提供・協力

（出資・クラウドファンディング等）

特になし

その他

無回答

区域内住民

区域外住民

えるる利用者
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した結果、「ぜひ参加したい」、「どちらかといえば参加したい」を合わせた「参加したい」

層は有明高専の学生 32.2％、帝京大学の学生 34.6％となった。３割を超える学生がまち

の課題解決に向けた議論や取組みへの参加に興味を持っている状況がうかがえる。

■もし中心市街地のまちづくりに関わるとしたら、どのような取組みに関わりたいですか。

■若い人の目線でまちの課題や解決策を議論し、実際に行政や民間事業者と協力して課題解決し

ていくような取組みが実施されるとしたら、参加してみたいですか。

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○ ○

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

空き店舗や空家を活用した

賑わい・交流の場づくり

繁盛店づくり（集客力アップに向けた

広報や新商品・新メニューの企画等）

大牟田駅・新栄町駅の

駅前空間の魅力向上の取組み

新たな集客イベントの企画・実施、

既存イベントの魅力向上等の取組み

まちの魅力を発見し、動画や

SNS等で発信していく取組み

若者（主に10代～20代）の交流・

つながりづくりに関する取組み

高齢者や若者との

異世代交流を生み出す取組み

高齢者の健康増進、移動手段の確保、

生きがいづくり等の取組み

景観向上や美化清掃に関する取組み

まちづくりに関する意見交換への参加や

アンケート調査・モニター調査への協力

特に関わりたい取組みはない

無回答

有明高専

帝京大学

8.8 

7.4 

23.4 

27.2 

36.6 

37.0 

16.0 

14.8 

14.6 

13.6 

0.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ぜひ参加したい どちらかといえば参加したい

どちらともいえない あまり参加したいとは思わない

参加したいとは思わない 無回答

有明高専

帝京大学
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（６）中心市街地活性化基本計画の認知状況

18 歳以上の市民 1,000 人に対し、中心市街地活性化基本計画のことを知っているかど

うか質問した結果、「計画のことも取組みのことも全く知らない」46.4％が最も高くなっ

ている。計画のことを「知っている」、「少し知っている」を合わせた回答比率は 21.1％

と２割強にとどまっており、中心市街地活性化基本計画についてはあまり認知されてい

ない状況がうかがえる。

■大牟田市が現在「大牟田市中心市街地活性化基本計画」を策定し、中心市街地の活性化に取り

組んでいることを知っていますか。

5.3 15.8 16.8 13.9 46.4 1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

少し知っている

計画の内容は知らないが、計画があることはホームページや新聞等で見て知っている

計画のことは知らないが、取組み（※１）は耳にしたり、参加したことがある

計画のことも取組みのことも全く知らない

無回答

（※１）…「新栄町駅前地区市街地再開発事業」、「100 円玉笑店街」、「おおむたまちゼミ」など

本設問
の対象

市民
1,000 人

まちなか
居住者

えるる
利用者

高等教育機関 商店街振興
組合加入者有明高専 帝京大学

○


